








































































































































































































⑥ ○ ○ ○












③ ○ ○ ○
④ ○ ○
⑤ ○ ○ ○
⑥ ○
⑦ ○ ○ ○
⑧ ○ ○
⑨ ○ ○ ○ ○
⑩ ○ ○ ○
⑪ ○ ○
⑫ ○ ○ ○
⑬ ○ ○ ○
⑭ ○ ○ ○
⑮ ○ ○ ○
　ポジション移動が必要な曲は 4歳児の曲82%， 5歳児の曲73%，
指ひろげが必要な曲は 4歳児の曲 9 %， 5歳児の曲40%，指くぐ
りが必要な曲は 4歳児の曲 0 %， 5歳児の曲20%，指またぎが必





















































⑤ ○ ○ ○






































































































































　 1段めだけをみると，ミファソの 3音が出てくることから， 3
の指から始めたら良いと考えられるが，次のポジションまでを 1
つのまとまりと捉えて， 1段めだけでなく， 1・ 2段どちらとも
を考えてポジションを検討する必要がある。 1段めだけを考えて
設定した場合（譜例 5）と，2段とも考えて設定した場合（譜例 6）
を示す。
譜例5
譜例6
　譜例 5，6それぞれ，指ひろげをする部分に○を入れて示した。
同じフレーズでも運指によって指ひろげをする部分が変わってく
ることが分かる。指の構造から，1の指と 2の指の指ひろげのほう
が，3の指と 5の指の指ひろげよりも動きやすいことなどを考えて
検討する力が必要となる。
4 . 3　指またぎを伴う運指
　次に，指またぎを伴う運指について考えたい。5歳児の曲として
掲載されていた『勇気100%（譜例 7）』を例に検討する。
譜例7
　このフレーズは 6音で構成されているため，指くぐりまたは指ま
たぎが必要になることが分かる。運指を考えるとき，5の指から始
める譜例 8が王道の運指であるが，5本の指を使いにくい子どもに
は譜例 9のような運指も考えられる。クラスでのそれまでの取組
みによって，どちらの運指を選択すべきかを見極める必要がある。
譜例8
譜例9
5．おわりに
　本論では， 4歳児および 5歳児向けの器楽合奏集の分析を行い，
さらには小学校音楽科用教科書に掲載されている鍵盤ハーモニカの
ための曲との比較を行った。その結果，必ずしも，年齢があがっ
ていくほど難易度があがるわけではないことが分かった。また，小
学校音楽科用教科書は運指番号が付され，教科書や指導書に示され
ている学習手順で児童を導くことができるが，器楽合奏集にはワン
ポイントアドバイスのような文言はあるものの，その曲を演奏する
ために必要となる演奏技術や練習方法については，自分の力で見極
めていく必要があった。そこで，保育者養成校においては，演奏す
る力を身につけることはもちろんだが，楽譜を読みとる力，必要と
なる演奏技術を見抜く力，学習手順を考える力，子どもの躓きに気
付く力を育成したい。学生たちは楽譜をみるとすぐに弾こうとする
が，すぐに弾かず楽譜に向き合うこと，運指の基本を考えることに
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取り組ませたい。
　保育者養成課程に在籍する学生がどのように練習しているかを
日々見ていると，弾く度に違う指使いで演奏する学生や，バイエル
のように必要なところに運指が示されていても，それを守って弾い
ていない学生は少なくない。運指を注意されても，次の課題曲でま
た同じことを指摘される場合も多い。楽譜に向き合い，運指の基本
を考える学習は，結果，学生自身が演奏する際にも必要な力となっ
てくるであろう。
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